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　厚生労働省が10月６日に公表した「８月の毎月勤労統計」によると、現金給与総額
に物価の変動を反映させた実質賃金は、前年同月比２.５％減となり、減少は１７ヶ月
連続で、賃金の伸びが物価高騰に追い付いていない状況が続いています。
　社員の生活を守ることが、企業の役目でもあり、それが会社の持続的な発展に結び
つくことになります。順調な回復となっている今こそ「人への投資」をするべきです。

[注]　調査時点の食品上場105社のほか、全国展開を行う非上場食品90社を含めた主要195社の2022-23年価格改定計画。実施済みを含む。
　　　 品目数は再値上げなど重複を含む
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2022年実績

2022年の食品値上げ

2万5,768品目

2万5,768品目

2022年

2023年

14%1回あたり平均値上げ率

10月の値上げで年３万品目到達

2023年の食品値上げ

累計3万1,036品目
（前年比 120．4％）

15%
1回あたり

平均値上げ率

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年の食品値上げ（8 月 31 日 9 時） 

品目数/月別 

（帝国データバンクより抜粋）


